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一寸ソラマメは、水田実作として玉ねぎと共に北条地域の重要な基幹作物の
一つである。一寸ソラ

マメの栽特上の難点は風に弱く倒伏すること、腋芽が多く除欠に手間取ること、日当たりを良くする

ために誘JI作業が必要でそれに多くの労働力が費やされることである。風による倒伏については、節

問を魚Iく便くすれば、倒伏防止の効果があり、管理の面で労働力の軽減が図れると思われる。すでに

水稲では生長抑制剤ウエヨナゾール E(E)― (BS)-1-(4-ク ロロニル)-4・ 4-ジ メチルー2

(lN-1, 2, 4-ト リアブールー1-イル)-1-ペ ンテンー3-オ ールヨを混入した水稲倒伏軽減剤入

り肥料が市販され、行」伏防止に役だっている
1'2,3)。

従って、一寸ソラマメでもこのウニヨナブ
ール

が11長を抑制し、倒伏防止に効果があるかどうかを調査した。

材料及び方法

材料として品種
“
陵西一寸ソラマメ

"を
用いた。1992年10月に播種し、翌年 5月 に収穫した。種子

登は10a当 たり約 6陀 とし、 ト ロ箱に山上を入れ、オハグロを下にして種子の 7割程度挿入んだ (第

1区|)。毎 FI、トロ箱の底からにじみ出る程度濯水し、アブラムシの寄生を防ぐためめ箱の_liを寒冷紗

で覆いをした。定植に当たって、元肥に10a当 た り過燐酸石灰40kg、くみあい I B 604号40陀、有機フ

ミン60kgを施ltlした。畦巾は150cm、株問50cmとし、ムシヨンマルチで被覆した。本実 2～ 3枚 になっ

た時、定植をし、値付け後十分濯水した。
一般管理は第 2図 に示す手順で行った。また、マルチをし

た部分と裸地の部分の地温を一日2回午前10時と午後 3時 に地温を測定した。

第 1図  ト ロ箱へのソラマメの播種方法 (箱まき)
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第 2図 作 業管理手順

風による株元の傷みを防ぐため、親茎除去後株元
へ真砂上を入れた。整枝は

一株 6本 とし、他の腋

芽は早日に除去した。整枝後直ちに採光、通風、倒状防止
の為、二LBj目の土入れをした。支柱を立て

テープによる誘引を行うことにより、倒状防止、採光を良くし、着爽を促
した。摘心は斉爽後、15～

17節で行った。

病害虫防除として、モザイク病 (アブラムシ)に 対して
アルフェート粒剤、アグロスリン水和剤、

DDVP乳 剤、立枯病に対してバシタック水和剤、赤色斑点病、褐斑病、輸紋病
に対してダコニ

ール、

ジマンダイセン水和剤を使用した。降雨後、特に注意し、定期的に防除を行った。
また、除草剤に

は、降雨後 2～ 3日 たってプリブロックスとトレファノサイド
の800倍混合液を12月に散布 した。本

年は トレファノサイドがよく効いたためか、 4月 中旬頃ま
で雑車の発生は見られなかった。

ウニヨナブール処理は、播種後116日日 (2月 8日桂枝 6本 )と 165日目 (3月 29日着菅
8段 )の 2

回スミセブンP液 剤 (有効成分0.025%)の 1500、1000、500倍希釈液 (それ
ぞれ0.17、0.25、0.5

ppmに 相当)を 各ブロック (15斎、60株)に 噴霧器
で散布した。なお、 1回 目は茎葉全面散布とし、

2回 目は生長点付近にのみ散布した。生育調査は各ブ
ロック10株とし、散布前 2週間日より着菅14段

まで行った。クロロフイル含量はミノルタ色素計 (SPAD501)で 測定
した値を相対量として表示 し

, こ 。

結果及び考察

一寸ソラマメ栽培では雑草の発生を防ぎ、アブラムシによるウイ
ルス病を防ぐとともに地温を上

げ、根の生育を促す目的でマルチ栽培が行われる。
マルチした部分と裸地部分の地湿を測定したとこ

ろ、マルチした所の方が月平均地温で0.8℃
～ 3℃地温が高く推移した (第1表)。

第 1表  マ ルチ及び裸地区の月平均地温と温度差 (℃)
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注)午 前10時と午後 3時に測定

草丈を経時的に調査したところ、処理問に差が見られ始めた
のは 4月 12日からで、 5月 10日には処

理間にはっきりした差が認められた (第3図)。 最終的に対照区と
500倍区の間には29cmの差があっ

た。また、節間長に及ぼす効果を見たのが第 4図である。500倍区ではど
の節位でも対照区に比べ節間
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が短かった。いつぽう、1000、1500倍区1では低節位では対照区と差が認められなかった。しかし、高

節位ではこれらの濃度でも対照医に比
べて節問が短くなった。全体的にみて、節位が高くなるほど処

理濃度問のえがはっきりと出る傾向を示した。
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第 3図  ウ エコナブ
ール処理がソラマメ

の草丈に及ぼす効果
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節位

第 4図  ウ ニコナブール処理がソラマメ

の節間長に及ぼす効果

色素計で葉内のクロロフィルの相対的合星を測ったのが第 2表 である。全体の平均値で比較する

と、処理濃度が高くなるほど含量が高くなる傾向が見られた。ちなみに、500倍区では対照区に比べ

15%増加した。この増加は、処理個体での単位葉面積当たりの光合成速度を高めるのに寄与している

と考えられる。

表 2 ク ロロフィル含量の相対値の経時的変化
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注)色 素計 ミノルタ SPAD-501で 測定 した値を示 した。

カッコ内の数字は対照区に対する比数

収穫は計 3回 行った (第3表 、第 5図 )。合計の収量では1500倍区は対照区に比べてやや良かったも

のの、1000、500倍区ではやや劣った。いずれの処理区でも 1回 目の収量では対照区に比べて劣 った

が、2回 日の収量では対照区を上回った。3回 日の収穫では100倍区だけ対照区を下回った。これは処

理によって開花期が遅れたためと思われる。

対照区では風害により茎の途中からの折れが見られたが、処理区では見られなかった。
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第 3麦  ウ ニヨナブ
ール処理が

一寸ソラマメ

の収量に及ぼす効果 (kg )
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の収穫に及ぼす効果第 5図  ウ ニヨナブ
ール処理がソラマメ

以上のことから、ウエコナゾ
ール処理によって開花期がやや遅れるものの、対照区に比

べ草丈が低

く、強健に育ち、誘引作業もスム
ーズに行われることが分かった。

ソラマメ品種
“
陵西
一寸ソラマメ

"(yた ヶαメαうαL)を 用いて、生育抑制剤ウ
エコナゾールがソラ

マメの生育と倒伏防止に及ぼす効果を調査した。播種後116日目と165日目
の 2回、スミセブンP液 剤

(有効成分0,025%)の 1500、1000、500倍希釈液 (それぞれ
0.17、0.25、0.5ppmに相当)を 散布し

て、草丈、節問長を測定したところ、濃度が高くなるに
つれて草丈及び節間が短 くなった。処理に

よってクロロフィルが増加する傾向がみられた。対照区では風
による倒伏が見られたが、処理区では

見られなかった。収量は1500倍区で対照区に比
べやや多かったが1000、500倍区ではやや劣った。処理

'こよって草丈が低くなり、摘心などの作業能率があがった。したがって、ソラ
マメ栽培においてウエ

ヨナブールの使用は倒伏防止及び作業の能率化として点から有効であると思
われる。

( 1 )
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り肥料が水稲品種コシヒカリの生育 ・収量に及ぼす影響.愛 較大学農学部農場報告 14:1-

S u m m a r y

Effects of uniconazo1 0n growth of broad bean(yた げαメαあα L)were investigated An aqueous

solution of 0 17, 0 25 and 0 5 ppm uniconazol was sprayed twice l16 days(tO whole plant)and

165 days(to O,ly apical parts)after sOwFing The application caused the reduction in plant height

and interno(le length The higher the concetration, the greater the reductiOn was Obvlous

卜/1oreover, uniconazol increased chlorophyll content in the leaves Comapred with the control,yield

、vas some、vhat greater at 0 17 ppm but slightly lo、ver at 0 25 and 0 5 ppm Lodging Of plant 、vas

obscrved in the control p10ts but not in any sprayed plot Therefore, the use Of uniconazol in

brOad bcan cuiture is effective for preventing plant fron■ 10dging by wind and fOr reducing iabor

cost such as removing lateral shoots because it produces compact sized plants
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